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２
０
１
９
年
12
月
に
武
漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
小
説
や
映
画
で

し
か
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
世
界

中
で
引
き
起
こ
し
、
今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
日
常
が
大
き
く
揺
る
が
さ
れ
た
。

　

気
候
変
動
も
著
し
く
、
今
年
６
月
の
道
内
の
月
間

降
水
量
は
主
要
観
測
地
点
全
22
地
点
で
、
平
年
を
上

回
っ
た
。
最
多
降
水
量
を
記
録
し
た
の
は
、
浦
河
町

の
２
７
２
・
５
㎜
で
平
年
比
２
・
８
倍
。
旭
川
市
も

１
８
９
㎜
と
１
８
８
９
年
の
統
計
開
始
以
降
最
多
を

更
新
し
、
日
本
気
象
協
会
は
、
『
い
わ
ゆ
る
え
ぞ
梅

雨
で
は
な
く
本
物
の
梅
雨
に
近
か
っ
た
』
と
報
告
し

た
。
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
影
響
に
よ
り
、
北
へ
蛇
行

し
た
偏
西
風
の
影
響
を
受
け
、
梅
雨
前
線
が
活
発
な

ま
ま
北
上
し
た
た
め
、
記
録
的
な
大
雨
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

世
界
情
勢
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
、
民
主
主
義
が
広
ま
り
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
が
進
め
ば
戦
争
は
起
き
な
い
世
界
に
な
る
と
い
う

期
待
が
打
ち
砕
か
れ
た
。
同
時
多
発
テ
ロ
の
衝
撃
と

同
様
、
こ
れ
ま
で
の
秩
序
や
価
値
観
は
大
き
く
揺
ら

ぎ
、
世
界
が
変
化
す
る
の
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

今
、
ま
さ
に
『
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー
カ
）
時
代
』 

と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
は
、V

o
la

tility

（
変
動
性
）
、U

n
c
e

r
ta

in
ty

（
不
確
実
性
）
、

C
o
m

p
le

x
ity

（
複
雑
性
）
、A

m
b
ig

u
ity

（
曖
昧

性
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
造
語
で
あ
り
、
元
々
は

１
９
９
０
年
代
に
、
冷
戦
後
の
戦
略
が
複
雑
化
し
た

状
態
を
表
す
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
変
化
が

激
し
い
社
会
情
勢
を
表
す
言
葉
と
し
て
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
、
我
々
医

療
は
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

待
っ
た
な
し
で
始
ま
る
働
き
方
改
革
。
罰
則
付
き

時
間
外
労
働
上
限
規
制
が
医
師
に
も
適
用
さ
れ
る
。

医
師
は
聖
職
で
あ
り
、
不
眠
不
休
で
患
者
に
尽
く
す

の
が
当
然
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
自
己
犠
牲
的
長
時
間

労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
、

医
師
の
任
務
に
集
中
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効

率
・
生
産
性
を
向
上
し
、

か
つ
診
療
以
外
の
時
間

の
確
保
な
ど
多
様
性
へ

の
対
応
を
重
視
す
る
シ

ス
テ
ム
へ
と
変
換
す
る

改
革
で
あ
り
、
医
師
の

重
要
な
行
動
指
針
と
な
る
。
し
か
し
、
医
師
の
働
き

方
改
革
は
、
地
域
医
療
構
想
、
医
師
偏
在
対
策
と
三

位
一
体
で
進
む
べ
き
改
革
で
あ
り
、
現
場
が
混
乱
に

陥
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

働
き
方
改
革
で
は
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ
ス
ク
シ

ェ
ア
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
業
務
改
善
や
効

率
化
、
教
育
や
研
鑽
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
が

必
要
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
最
大
の
目
的
は
患
者
へ
届

く
医
療
の
質
を
高
め
る
こ
と
と
し
て
、
適
応
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

医
療
の
質
の
維
持
と
、
コ
ス
ト
削
減
の
手
法
の

１
つ
に
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
電
子
カ
ル
テ
等
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
拡
充
や
ク
ラ
ウ
ド
化
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ

（P
e
rso

n
a
l H

e
a
lth

 R
e
c
o
rd

）
の
利
用
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

（R
o
b
o
tic

 P
ro

c
e
ss A

u
to

m
a
tio

n

）
ツ
ー
ル
や
Ａ

Ｉ
の
導
入
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
の
医
療
Ｄ
Ｘ
は

今
後
、
加
速
度
的
に
広
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
、

疾
病
予
防
、
医
療
・
介
護
の
基
盤
と
な
る
デ
ー
タ
利

活
用
や
、
Ａ
Ｉ
等
の
医
療
現
場
に
お
け
る
活
用
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
に
は
米
国
食
品
医
薬

品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
が
糖
尿
病
性
網
膜
症
Ａ
Ｉ
自
動
診

断
シ
ス
テ
ム
を
承
認
し
た
。
今
や
、
医
療
Ａ
Ｉ
は
画

像
診
断
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
解
析
、
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
医
療
や
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ス
ン
、

創
薬
に
至
る
ま
で
様
々
な
段
階
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
、
日
本
医
師
会
も
、
医
療
の
発
展
に
Ａ
Ｉ
は
不
可

欠
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
先
日
キ
ャ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
得
た
の
で
紹
介
し
た
い
。
プ
ロ
テ
ィ
ア

ン
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る

だ
ろ
う
か
。
プ
ロ
テ
ィ
ア
ン
キ
ャ
リ
ア
と
は
、
環
境

の
変
化
に
応
じ
て
自
分
自
身
も
変
化
さ
せ
る
柔
軟
か

つ
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
指
し
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
と
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
、

心
理
的
成
功
を
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
。

　

社
会
状
況
が
変
化
し
て
い
く
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に

は
、
過
去
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
団
塊
の
世
代
、
昭
和

の
成
功
体
験
、
組
織
へ
の
帰
属
）
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

将
来
を
見
据
え
て
対
応
し
動
く
（
組
織
間
を
超
え
た

連
携
・
研
究
体
制
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
な
ど
）
医
療
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
現
在
、

医
師
自
身
が
広
い
視
野
を
持
ち
、「
ど
の
よ
う
な
医
療

が
必
要
な
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
医
師
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
」
考
え
続
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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